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「自分で考える力」は 
6 ステップの指導で育成を

　「なぜ自分で考えることができないの
か」「指示待ち人間が多い」などのお声を
現場の看護師から聞くことが多い。これ
は若者世代に限ったことではない。看護
部長や看護師長，副看護師長を対象に評
者が行ったセミナーでは，「看護師長や
副看護師長には，自ら考える力をもっと
つけてほしい」といった困り事を吐露す
る管理者が多くいた。
　本書は，新人から管理者まであらゆる
層の看護師の「自分で考える力」をどう
育てるかという疑問に，「認知的徒弟制」
という理論に基づいた具体的な方法を
もって答えてくれる。
　本書では，6つのステップの指導で
「自分で考える力」が育成できることを
示している。この指導プロセスのベース
になっているのが，状況的学習論をベー
スとする認知的徒弟制である。認知的徒
弟制とは，患者のアセスメントや後輩・
部下の指導，他職種との連携やその調
整，チームマネジメントなどの「高度な
認知能力を必要とする仕事の進め方を，
経験者が非経験者に指導する方法」（p.6）
である。
　認知的徒弟制による6つの指導プロセ
スとは，①モデル提示，②観察と助言，
③足場づくり，④言語化サポート，⑤内
省サポート，⑥挑戦サポートである。こ
れら6つのステップを時には行き来しな
がらサポートすることで，私たちが難渋
する「自分で考える力」を育てることが
可能になるという。

教育における指導者世代と 
若手世代とのギャップ

　本書は，ただ方法論を提示しているだ
けではない。認知的徒弟制に基づく指導
を測定し，看護師や医師を対象としてそ
の効果や特徴を検証し，読者に分かりや
すく提示していることが本書の特徴の1
つである。評者が特に興味深いと感じた
のは，「若手ほどしっかりと（認知的徒
弟制による）指導を受けている」（p.39）
という調査結果である。
　評者は，「背中を見て育て」という時
代から，「丁寧に指導して育てる」とい
う時代に看護界全体がシフトしていった
さなかに臨床現場にいた。「自分は前者
の育て方をされたのに，育てる側になっ
たら後者の育て方を求められて大変であ
る」という思いを抱えるベテラン看護師
や看護管理者は多いのではないだろう
か。試行錯誤しながら，自分の被教育経
験とは異なる方法を模索し続けた努力の
結果が，このデータに表れているように
感じ，とてもうれしくなった。

豊富な具体例を基に， 
明日から認知的徒弟制を試せる

　本書のもう1つの特徴が，豊富な事例
の提示と具体的な研修方法の提示であろ
う。認知的徒弟制を臨床現場の感覚で理
解でき，定着のために明日からやってみ
ようと思える方法まで丁寧に示されてい
る。
　本書は，理論的基盤・実証データ・豊
富な事例の提示が見事なバランスで展開
されており，これからの看護師・医師の
教育の基盤となり得るものだ。
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